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１ 平成２２年度小教研道徳部会研究主題

一人一人の思いを深め 人間らしいよさを心にきざむ 道徳の時間の指導の在り方

２ 研究主題の趣旨

(1) 研究主題設定の背景

本県では，平成２０年度から研究主題「一人一人の思いを深め 人間らしいよさを心にきざむ

道徳の時間の指導の在り方」のもと，子どもたちが，自己の生き方についての考えを深めることが

できる道徳の時間のよりよい指導の在り方について，実践研究を進めてきた。このような研究主題

を設定したのは，それまでの研究を通して，道徳教育の要としての道徳の時間を，より充実させる

必要があると強く感じられたからである。また，教育基本法や小学校学習指導要領にも，道徳の時

間の重要性が明示されたことなどから，道徳の時間の役割と成果の見直しが肝要であると考えたた

めである。

継続研究２年目の昨年度は，美馬郡を中心とし研究が進められ，主に次のような成果を得ること

ができた。徳島県小学校道徳教育研究大会が行われた太田小学校においては，校長が示した道徳教

育に対する明確な方針のもと，全体計画に基づき，全教師が熱心に道徳の時間の指導の在り方の研

究に努めた結果，子ども一人一人が素直な自分の思いを生き生きと語り，自己の生き方を真剣に考

えていこうとする姿が見られた。また，各郡市においても，確かな協力体制のもと６つの研究内容

について工夫した実践研究が行われ，よりよい道徳の時間を創出することへの教師の意識の高まり

が強く感じられた。

しかし，県下全体の実践を見渡してみると，本主題については，いまだ積極的に研究すべき課題

が残ると考える。毎時間の道徳の時間が，子どもたちが自己の生き方を深く考えることにしっかり

と結びついているかとなると，十分とは言い難い面がある。例えば，話合いが活発になされ，活気

があるように思える授業でも，道徳的価値についての理解が不十分であったり，自分とのかかわり

で道徳的価値をとらえることが曖昧であったりし，子どもたちの意識が自己の生き方にまで及びき

らないような場合がある。子ども一人一人の思いが深まり，人間らしいよさがしっかりと心にきざ

まれ，自己の生き方を豊かにかつ真摯に考えていこうとする授業が展開されるためには，道徳の時

間の指導の在り方のさらなる充実が期待され，求められる。

よって，昨年度に引き続き，本年度も本主題「一人一人の思いを深め 人間らしいよさを心にき

ざむ 道徳の時間の指導の在り方」のもと，なお一層の実践研究に取り組んでいくこととする。

(2) 研究主題について

「一人一人の思いを深め」とは

人間は，かけがえのない存在として生まれ，一人一人人間としてよりよく生きたいという思いを

もって毎日の生活を送っている。その思いは，様々である。先ず自分が健康でありたいとか，知識

や技能を身に付けたいという，個人としてよりよく生きることに対する思いがある。同時に，他者

も自分と同じような思いをもっていることを認め，他者と助け合ってお互い協力していこうという，

社会的存在としてよりよく生きることに対する思いもある。また，衣食住など物質的に恵まれた生

活についての思いと同時に，楽しい生活を送りたいとか，心豊かに生きたいという精神的生活につ
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いての思いももっている。

このように人間は，自己の生き方について様々な思いをもって，時に挫折し，絶望したり苦悩し

たりしながらも，それを乗り越えて再び希望をもち，夢を描いて生きていく。その中で，人は時に

立ち止まり，「自分の考えは，これでよいのか。」と自らに問い，人間としての自己の在り方や生

き方を振り返りながら，よりよく生きようとするのである。

道徳の時間において「一人一人の思いを深め」とは，子どもがよりよく生きるということについ

て，どのような思いをもっているかを明らかにし，自己の生き方を見つめる中で，自己の思いにど

のような弱さや醜さがあるか，さらに，それを乗り越えて人間的なよさを実現する力があるかとい

うことを，子ども自身が見出していくことといえよう。その折，子ども一人一人が内省するわけだ

が，決して自分一人で思いを深めていくわけではない。教師や友達などの発言を聞いたり，教材に

描かれている主人公を通して道徳的価値に触れたりする中で，疑問をもつ，気付きや驚きを得る，

共感をする，反問をする，納得をすることなどを繰り返していく。つまり，他者の影響を受けつつ，

一人一人が，自分の体験と重ねたり比べたりしながら，心を動かしていくのだ。そして，自らの思

いを深化・拡充させながら，一人一人が自己の生き方をよりよい方向へと変容させていくのである。

「人間らしいよさ」とは

「人間らしいよさ」とは，人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指してなされる道

徳的行為を可能にする人格的特性であり，人格の基盤をなすものである。またそれは，人間に固有

であり，人間の特性を表すよき事柄ということができる。そして，これらの根底にあるのは，人間

は常に，より高い，より理想的な価値を志向する存在であるということである。

ところで，「人間らしいよさ」について考察するとき，必ずしも肯定的・価値志向的な側面だけ

をみるのではない。もともと人間には，相反する側面がある。一つは，人間の有限性に由来する弱

さ，醜さを許容する側面であり，これに対するのは，有限であるからこそ，それを乗り越えて絶対

的なもの，よりよいものを求めていこうとする強さや気高さの側面である。このことから，「人間

らしいよさ」とは，「自己の弱さや醜さの自認から，現状に安易にとどまろうとする誘惑を乗り越

えて，理想を求め，強く気高く生きようとする姿」ととらえるべきである。

道徳の時間において，「人間らしいよさ」を追求する場面では，人間のもつこうした二面性に留

意して指導をする必要がある。この場合，大事なことは，人間は「人間らしいよさ」の萌芽をもっ

て生まれ，なんびとも自らその芽を育て開花させることができるのだということを，子どもに確認

することである。

「心にきざむ」とは

「心にきざむ」とは，語義的には「心に深く印象づける」ということである。つまり，これは，

「心にとめる」とも「心に残す」とも違い，事柄をいつまでも忘れ得ぬように心に深くとどめてお

くということである。そして，そのように心にきざまれた事柄は，時を経ても場所を違えても，人

間の心に色褪せることなく存在し続け，人間の生き方を支え定め，生きる上の道しるべとなる。

道徳の時間においては，子どもたちが，「人間らしいよさ」を確実に理解し，しっかりと「心に

きざむ」ことができれば，自己の生き方についての考えを深め，確かな道徳的実践力を育成するこ
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とにつながると考える。なぜなら，「人間らしいよさ」を「心にきざむ」ことなく，単に「心にと

める・残す」というのであれば，それが切実に自分の課題とはならず，その後の生き方に反映され

ないかもしれないからである。

そこで，道徳の時間には，「人間らしいよさ」を時に鮮烈に，時に心の襞に染み入るがごとく，

何時までも消えぬよう確実に心にとどめ，子ども自身が自己の生き方についてより深く考えること

ができるようにする必要がある。そのためには，子どもの心が強く感動すること，豊かなイメージ

がもてること，事柄の意味を深くかつ正確にとらえること，子どもが納得することなどを実現する

指導の手だてが肝要となってくる。

また，子どもたちが，「人間らしいよさ」を主体的に「心にきざむ」ことができるような道徳の

時間の指導の工夫も大事となろう。

３ 研究内容と留意点

上記した研究主題を具現化するには，学校全体に関わる道徳教育についても，丁寧に見直す必要

がある。何故なら，子どもたちを取り巻く道徳教育全体が充実してこそ，その要となる道徳の時間

がよりよいものとなるからである。例えば，道徳教育推進教師の役割や作成された全体計画が，道

徳の時間に，どのように生きて働くものとなっているかを問い直すことなどからも，道徳の時間の

指導の在り方を考えることができよう。本年は，なお細やかに道徳の時間の指導の在り方について

実践研究を深めていくと同時に，道徳の時間に有機的につながる道徳教育の在り方に関しても，さ

らに実践研究を進めていくものとする。

(1) 道徳の時間の充実・改善に資する推進体制の確立

・校長の道徳教育に対する基本的な方針を具現化する工夫

・全教師が道徳教育に関し，力を発揮できる機能的な協力体制の充実

・道徳教育推進教師を中心として道徳教育を展開する工夫

・道徳の時間の充実・改善に資する推進体制の評価

(2) 道徳の時間に機能する指導計画

・各学校の特色を示し，実際に活用できる有効で具体性のある全体計画

・発達段階に応じて指導の重点化を図った年間指導計画（総合単元的な道徳学習など）

・教師や子どもの個性を生かした学級における指導計画

・より実効的かつ機能的に働くための指導計画の評価

(3) 自己の生き方についての考えを深めるための指導過程・指導方法

・３段階（導入，展開前段・後段，終末）にこだわらない多様な指導過程

・１時間１主題の枠組みにとらわれない指導過程

・共感的手法や批判的手法など多様な指導の工夫

・ねらいを達成するための思考を深める発問や板書

・役割演技など具体的場面を通した表現活動
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・自分とのかかわりで道徳的価値をとらえるための工夫

・道徳的価値の自覚を深めるにいたる指導過程・指導方法の評価

・道徳性の高まりに関する評価

(4) 自己の生き方についての考えを深めるための教材の開発・選定・活用

・発達段階に応じ，各学年で重点化された内容項目に関した教材の開発・選定

・子どものさまざまな体験，教師の体験や願い，地域の文化や特性，保護者や地域の人々の生き

方などを素材とした，子どもの心に響く教材の開発・選定

・子どもの興味や関心を高めるため，写真，新聞，ＶＴＲ，ＣＤ，調査データ等の活用

・教材の開発・選定・活用の評価

(5) 道徳の時間と他の教育活動との関連

・各教科等の道徳性に資する充実した学習

・各教科等の道徳性に資する充実した学習を道徳の時間に生かす工夫

・学校の特色を生かした体験活動の重視と，それらの体験を道徳の時間に生かす工夫

・体験の中にある道徳的価値に気付き深める道徳の時間の工夫

・道徳の時間と他の教育活動との関連についての評価

(6) 道徳の時間の充実を図るための家庭や地域社会との連携

・保護者や地域の人たちの願いが生きたり，参加が得られたりする道徳の時間の工夫

・家庭や地域社会への積極的な授業公開の工夫

・小学校間や異校種間等との連携を生かした道徳の時間の工夫

・家庭や地域社会との連携の在り方についての評価


